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一般社団法人 沖縄県言語聴覚士会 



第１５回 総会式次第 

・あいさつ 

・議長選出 

・総会議案 

第一号議案・・・・・令和７年度事業報告 

 

 

第二号議案・・・・・令和７年度収支決算及び監査報告 

 

 

第三号議案・・・・・令和８年度事業計画案 

 

 

第四号議案・・・・・令和８年度収支予算案 

 

 

・議長降壇 

 

 

・閉会 
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第一号議案 令和7年度事業報告 

  

令和7年度事業報告 
  

１．総会の開催について 

２０２５年６月２１日（土）、沖縄県総合福祉センター３階視聴覚室にて第１4回総会を対面にて開催し

た。また、選挙管理委員会による沖縄県言語聴覚士会役員選挙を実施し、選挙規定に基づき新理事（理事総

数１４名）が承認された。 

 

２．三県士会合同事業について 

一般社団法人 沖縄県リハビリテーション専門職連絡協会事業にて沖縄県や市町村との連携を図り、各市

町村で行われる介護予防事業への専門職の派遣、地域ケア会議の為の人材派遣や人事教育を進めるための研修

を開催した。また、運営会議が毎月開催あり理事会へ参加した。 

 

３．沖縄県の委託事業 

失語症者向け意思疎通支援者指導者養成事業を受託し、失語症つながる支援委員会による運営を行っ

た。 

 

４．各部局の活動について 

 

⚫ 事務局 

１） 会員、準会員ならびに賛助会員の募集および管理を行った。 

会員数 ３１８名、準会員０名（２０２５年３月末現在） 

２） 理事会の定期開催を WEB 会議および対面会議にて開催し、議案書及び議事録の作成・保管をした。ま

た、公式ホームページの更新・運用を行った。 

 

３） 公式ホームページ、公式ＬＩＮＥ、メール配信にて各種講習会、研修会等の案内を行い、その他FAX 通

信及びメールでの問い合わせに対応した。 

 

４） 日本言語聴覚士協会主催による、学校教育連携担当者連絡協議会及び、障害福祉（福祉事業所・小児医療療

育施設）担当者連絡協議会など、各協議会へ参加・報告を行った。 

 

５） 那覇市教育員会より外部専門家の派遣要請を受けて、２０２５年度那覇市学習障害児等専門家チーム連絡会

へ参加し、専門家チームの委員（宮城 真琴）を受任した。 

 

派遣実績：通級指導担当者への助言指導（２０２６年２月１８日・２月１９日） 

通級指導教室担当者連絡での講話（２０２６年３月１３日） 

 

６） 出前講座は成人分野２件、小児分野１件の依頼があった。 

 

成人分野① 

内 容： 『失語症』を知っていますか？ー知ることから支援が始まる”ことばの困りごと”ー 

期 日：令和8年（2026年）2月25日（水）10：00～12：00 
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講 師： 東 優奈 先生（ことばとコミュニケーションの相談室 カラフル） 

場 所： 南風原町立中央公民館 黄金ホール（社会福祉法人 沖縄県身体障害者福祉協会） 

 

成人分野② 

内 容： 摂食嚥下障害と食事について（栄養士向け） 

期 日：2025年10月17日（金） 

講 師： 伊禮 一 先生（フリーランス） 

場 所： 沖縄総合福祉センター 

 

小児分野 

内 容：ことばの発達と保育のかかわり 

期 日：２０２５年１１月１５日（土） 9：00～ 

講 師：宮城 真琴 先生（kid’sデイあうる） 

場 所：認定こども園ひよこの家 

 

７） 法人規定に基づき、財務部による法人税申告を行った。 

 

⚫ 学術局 

１． 学術運営会議 

・リモートにて会議を実施。 

・全 12 回(2025年 4 月 1 日、5 月 13 日、6 月 3 日、7 月 1 日、8 月 5 日、9 月 2 日、10 月 7 日、11 月 11日、 

12 月 2 日、2026 年 1 月 6 日、2 月 3 日、3 月 3 日） 

 

２．講座、研修会、症例検討会等の開催 

１）『基礎講座』(運営担当者：當山 隆一、上江洲 由莉、中村 豪) 

内  容：「⑤職能団体の役割と言語聴覚士の責務/⑥エビデンスに基づく臨床(EBP)と研究法の基礎」 

講  師：久志 紫乃 先生 

会  期：2025 年 8 月２４日 

場  所：WEB開催(大浜第一病院から配信) 

参加人数： 17 名 

  

２）『専門講座』(運営担当者：伊禮 一、原田 旬、當山 隆一) 

内  容：「ST業務に役立つ疾患別脳画像読影と臨床への活用」 

講  師：小宮 桂治 先生 

会  期：2025年 12 月 13 日 

場  所： WEB 開催(中部徳洲会病院から配信) 

参加人数： 24 名 

 

３）『症例検討会』(運営担当者：上江洲 由莉、中村 豪、原田 旬) 

内  容：3 事例の症例検討報告 

会  期：2026 年 2 月 22 日 

場  所：WEB開催(学術局員、発表者、アドバイザー、座長は大浜第一病院集合し配信) 
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参加人数： 29 名 

 

４）『新人研修』(運営担当者：伊禮 一) 

内  容：新卒者に対し協会及び県士会の役割の説明、入会案内 

会  期：２０２６年 ３ 月  6日 

場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

参加人数：約 20 名 

 

⚫ 社会局 

【地域支援部】 

・第１２回県民健康フェア（STフェア）２０２５年８月１７日に沖縄コンベンションセンター 展示棟にて開催した。２０

２５年１月３０日に第１６回歯科 SUN 会議大会に参加した。 

 

【広報情報部】 

・県士会広報誌「ことのは」の作成を行った。（4-7月号、8-11月号、12-3月号） 

 

⚫ 養成校連携局 

１）令和5年度から養成校側と現場側（県士会）の協力体制をより強固にするため、卒前卒後教育をシーム  

レスに行うことを目的として養成校連携局が設立となった。 

 

２）養成校連携局運営会議を実施＊全リモートにて実施した。 

（2025年4月７日 5月14日 6月2日 7月25日 9月3日 10月3日 2026年2月6日） 

 

３）講座・研修会の開催 

『新人研修会 小児編①』（運営担当：中野 江美、長嶺 知里、宮城 真琴） 

 内  容：「評価のリアルに迫る！動画で学ぶ小児の評価」 

 講  師： 中野 江美 先生・宮城 真琴 先生 

 会  期：2025年7月12日（土） 

 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：14名 

 

『新人研修会 成人編①』（運営担当：中野 江美、宮城 真琴、久高 健汰） 

 内  容：「摂食嚥下評価・訓練」 

 講  師：崎濱 光 先生 

 会  期：2025年8月9日（土） 

 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：17名 

 

『新人研修会 小児編②』（運営担当：中野 江美、長嶺 知里） 

 内  容：「うるま市の巡回業務に関わって～市内の保育園・小学校の言語学級の巡回～」 

 講  師：山城 美幸 先生 

 会  期：2025年9月20日（土） 
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 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：13名 

 

『新人研修会 小児編③』（運営担当：中野 江美、久高 健汰、宮城 真琴） 

 内容：「子どもの感覚・認知的特性からみる食行動の理解と支援」 

 講師：小渡 結佑 先生 

 会期：2025年11月15日（土） 

 場所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：10名 

 

『新人研修会 成人編②』（運営担当：中野 江美、久高 健汰、宮城 真琴） 

 内容：「机上検査で終わらない～高次脳機能障害者へのチーム医療～」 

 講  師：稲嶺 葉月 先生 

 会  期：2025年12月13日（土） 

 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：13名 

 

『新人研修会 成人編③』（運営担当：中野 江美、久高 健汰） 

 内  容：「失語症の評価と訓練 語彙機能を中心に」 

 講  師：久高 健汰 先生 

 会  期：2026年1月24日（金） 

 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：17名 

 

３）卒後研修会の開催 

   沖縄リハビリテーション福祉学院言語聴覚学科教員主催で卒後研修会を開催した。養成校連携局員も運

営スタッフとして参加 

 内  容：「第5回卒後研修会」（運営担当：中野江美、長嶺知里、久高健汰、ST教 務）  

講  師：沖縄リハビリテーション福祉学院ST教務 

 会  期：2025年3月13日（金） 

 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院 

 参加人数：62名 

延べ人数：146名 

 

４）臨床実習指導者講習会の開催 

   指定規則改定に伴い、臨床実習指導者となる者は臨床実習指導者講習会の受講が必須となった。沖縄県

では沖縄リハビリテーション福祉学院が主催し養成校連携局員もスタッフとして参加した 

会  期：2025年10月18日（土）・10月19日（日） 

 場  所：沖縄リハビリテーション福祉学院（オンライン） 

 参加人数：49名 
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⚫ 各種委員会 

【訪問リハビリ委員会】 

１） 訪問リハ・地域リーダー会議への参加 

期  日：2025年10月18日 zoom開催 

講  演：「2040年を見据えた訪問リハと在宅歯科の新しい連携のかたち」  

講  師：一般社団法人日本老年歯科医学会 猪原健氏  

座  長：訪問リハビリテーション振興財団理事長 半田一登氏 

講演後に、各県の取り組み状況についての発表や課題についてグループワークを行った。 

 

【地域包括ケア推進委員会】 

1）定例会開催（1回／月） 

2）県士会会員向け聴覚研修の開催 

4）地域包括ケア推進コース、介護予防推進コースの派遣登録名簿の管理 

5）地域ケア会議への派遣 

6）介護予防教室や訪問C、リエイブルメント事業の派遣依頼のあった自治体および地域包括ケアセンターへの

対応 

 

【失語症つながる支援委員会】 

◎失語症者向け意思疎通支援事業（沖縄県委託事業）報告 

１)運営会議 

失語者意思疎通支援事業に関わる会議を 15 回/年実施した。 

 

２)指導者養成研修への派遣 

沖縄県言語聴覚士会より選出ができず指導者講習への派遣は見送った。 

 

３)失語症者向け意思疎通支援者養成講座の開催 

全 10 回の講義および演習を実施。6名募集し、4 名の支援者を輩出した。演習には計6名の当事者講師にご

協力いただいた。 

 

４)失語症の啓発活動 

失語症者に関する県民への啓発活動として講演会を実施した。10月25日に失語症当事者とリハビリ担当の

言語聴覚士を講師としてお招きし、シャボン玉石けんくくる糸満にて開催し、305名の参加者があった。 

 

５)失語症サロンの開催 

当事者とそのご家族を対象とした失語症サロンを開催した。2回実施予定であったが、1回は台風の影響で

中止となった。令和8年2月1日に琉球カレンの講師をお招きし、てだこホール（多目的室）にて開催し、当

事者と家族は併せて10名の参加者があった。意思疎通支援者も5名参加し、会話の支援だけでなく琉球カレ

ン合奏時のサポートなども行った。 
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６)失語症者向け意思疎通支援者の派遣 

失語症者向け意思疎通支援者の派遣を19件行った。派遣内容としては友の会での会話支援やスポーツ大会

のルール説明、競技補助、自動車運転再開支援、失語症サロンでの会話支援であった。 

 

7) 失語症者向け意思疎通支援事業 収支報告 
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(　歳　入　)
収入未済額

当初予算額 追加予算額 計
2,385,830 2,385,830 2,282,537 103,293 沖縄県社会参加促進事業

(　歳　出　)

当初予算額 追加予算額 計

報償費 75,000 75,000 166,000 ▲ 91,000 詳細は参加者名簿(別紙)参照

交通費 15,000 15,000 2,500 12,500 詳細は参加者名簿(別紙)参照

振込手数料 0 0 4,980 ▲ 4,980 銀行振込手数料

小計 90,000 0 90,000 173,480 ▲ 83,480

旅費 0 0 0 0
WEB開催のため旅費なし。受講者推薦、

その他調整事務を実施

小計 0 0 0 0

176,320 176,320 176,320 0 (講師報償)4,408/60分×40時間

320,000 320,000 332,000 ▲ 12,000

(スタッフ報償)2,000/h×5h×29名(延べ人数)

   　　　　　 2,000/h×4h×2名

　　　　　　　2,000/h×3h×3名

              2,000/h×2h×2名

370,272 370,272 273,296 96,976
(当事者講師報償)4,408/h×4h×14名

                4,408/h×2h×3名

15,000 15,000 14,000 1,000 (講師交通費)1,000×12名(延べ人数)

44,000 44,000 39,000 5,000 (スタッフ交通費)1,000×33名(延べ人数)

21,000 21,000 9,000 12,000 (当事者講師交通費)1,000×17名(延べ人数)

食糧費 20,000 20,000 16,340 3,660

使用料及び賃借料 40,000 40,000 35,960 4,040
会場使用料、空調利用料、レンタル料(パソコン、プロジェ

クター、スクリーン、マイク等)

需用費 64,300 64,300 6,520 57,780
封筒代、文房具、ファイル、修了書印刷代、支援者登録郵送

代,会計業務用出金時の手数料、等

印刷製本 30,000 30,000 17,355 12,645
今年度から印刷・製本して配布 7部。身体介護の分とチェッ

クシート代含む

委託費(広報) 80,000 80,000 13,033 66,967 募集チラシ印刷

20,000 20,000 3,360 16,640 保険料（ボランティア行事用保険）

26,400 26,400 28,913 ▲ 2,513 通信運搬費(通話)

35,000 35,000 80,960 ▲ 45,960 郵送費

事務費 30,000 30,000 93,000 ▲ 63,000 今年度新設　詳細は別紙

手数料 0 0 19,920 ▲ 19,920 今年度から基本謝金は振込のため手数料あり

小計 1,292,292 0 1,292,292 1,158,977 133,315

30,000 30,000 30,000 0 (講師報償)5000×3H×2名

18,000 18,000 60,000 ▲ 42,000 (スタッフ報償)5,000×12名

交通費 7,000 7,000 14,000 ▲ 7,000 (講師・スタッフ交通費)1,000×14名

使用料及び賃借料 0 0 0 0 レンタル料(マイク・プロジェクター・スクリーン等)

委託費(広報) 60,000 60,000 58,803 1,197 講演会ポスター・チラシ(業者委託)

需用費 3,991 ▲ 3,991 予算作成時には提案なかったが必要になったため

役務費 48,648 48,648 43,470 5,178 郵送費

事務費 30,000 30,000 39,750 ▲ 9,750 今年度新設 詳細は別紙添付

振込手数料 0 0 2,790 ▲ 2,790 講師謝金振込、事務費振込などの手数料

小計 193,648 0 193,648 252,804 ▲ 59,156

報償費 72,000 72,000 36,000 36,000
講師：4000円×3H=12000円

スタッフ：1000円×3H×8人＝24000円

交通費 24,000 24,000 9,000 15,000 (スタッフ交通費)1,000×9人

使用料及び賃借料 30,000 30,000 10,110 19,890

委託費（広報） 42,000 42,000 0 42,000 今回使用なし

需用費 6,000 6,000 2,261 3,739

保険料 4,000 4,000 840 3,160

事務費 30,000 30,000 49,500 ▲ 19,500

振込手数料 1,150 ▲ 1,150

小計 208,000 0 208,000 108,861 99,139

６．一般管理費 160,555 160,555 152,471 8,084 事業費の9％

７．租税公課 0 0 4,000 ▲ 4,000 委託契約収入印紙

養成研修計(税抜) 1,944,495 0 1,944,495 1,850,593 93,902

９．消費税 194,449 194,449 185,059 9,390

養成研修計(税込) 2,138,944 0 2,138,944 2,035,652 103,292

コーディネート報酬 30,000 30,000 28,500 1,500 1,500/１件×19件

事務費 45,600 45,600 63,500 ▲ 17,900 事務費及び電信扱いの振込分

小計 75,600 0 75,600 92,000 ▲ 16,400

支援者報酬 90,000 90,000 76,500 13,500 1,500/1時間

支援者交通費 24,000 24,000 20,896 3,104 2km/10円

保険料 360 360 216 144

需用費 3,450 3,450 9,848 ▲ 6,398

振込手数料 0 0 6,450 ▲ 6,450

小計 117,810 0 117,810 113,910 3,900

報償費 2,500 2,500 0 2,500

交通費 1,000 1,000 0 1,000

小計 3,500 0 3,500 0 3,500

委託費(広報) 9,000 9,000 0 9,000

施設使用料 0 0 0 0

役務費 0 0 0 0

小計 9,000 0 9,000 0 9,000

16．一般管理費 25,336 25,336 18,531 6,805 事業費の9％

支援者派遣計(税抜) 224,442 0 224,442 224,441 1

17．消費税 22,444 22,444 22,444 0

支援者派遣計(税込) 246,886 0 246,886 246,885 1

合計(税抜) 2,168,937 0 2,168,937 2,075,034 93,903

消費税 216,893 216,893 207,503 9,390

合計(税込) 2,385,830 0 2,385,830 2,282,537 103,293

15．啓発活動

款　　項　　目

1．定例会議

２．失語症者向け意思疎通支
援 支援者指導者養成研修

３．意思疎通支援者養成講座

報償費

交通費

４．失語症に関する啓発活動

報償費

５．失語症サロン

11．支援者コーディネート

12．支援者派遣

14．定例会議

役務費

決算額 不要額

款　項　目
予　　算　　額

収入済額

令和7年度　沖縄県委託事業　収支報告書

説　　　明

受託収入

予　　算　　書
説　　　明
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第二号議案 令和 7年度収支決算報告 
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監査報告 
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第三号議案 令和8年度事業計画案 

令和 8年度事業計画（案） 
 

⚫ 事務局 

１） 会員、準会員ならびに賛助会員の募集および情報管理及び、年会費や研修会費の徴収及び管理を行う。 

２） 会員及び準会員の募集に係る入会届等について、紙媒体の申請から公式ホームページ所定の電子申請への 

移行を行う。 

３） 理事会の開催、議案書及び議事録を作成及び、公式ホームページの管理・運用を行う。 

４） メーリングリストの管理、公式 LINE の活用等による情報管理・運営を行う。また会員へ向けて公式ホー

ムページ、公式ＬＩＮＥ、メール配信にて各種講習会、研修会等の案内を行う。 

５） 出前講座など、県士会に関わる事業、啓発活動、運営等に対応する。 

６） 那覇市学習障害児等専門家チームの委員活動を行っていく。 

７） 学校教育連携担当者連絡協議会及び、障害福祉担当者連絡協議会等の各協議会へ参加する。 

８） 県士会活動、委員会活動に対する支払いを行う。 

 

⚫ 学術局 

１）研修会等の開催（予定） 

日時 テーマ 講師 

2026年 6月5日(金) 

19時～20時30分 

【成人研修】 

「根拠に基づいた咽頭期嚥下の評価と訓練」 

場所：那覇市立病院4階講堂（対面） 

申込：県士会HPから。 

福岡 達之 先生 

(広島国際大学) 

2026年 8月 

【基礎講座】 

基礎講座1： 「言語聴覚士の倫理」 

基礎講座2： 「臨床実践(基礎)」 

久志 紫乃 先生 

(障害者支援施設 

ソフィア） 

2027年 2月 
【症例検討会】 

3 事例を予定 

2026 年 10 月頃 

発表者を募集

予定 

2027年 3月 
【新人研修】 

県士会と協会の動きを知る 

伊禮 一 先生 

(学術局リーダー) 

※研修会の案内は随時学術局より会員へのメール、県士会 LINE アカウント、県士会ＨＰにて案内致します。ご

確認頂けますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

２）毎月第１火曜日と研修会前(必要時)に学術局会議の開催（年 12 回程度） 
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⚫ 社会局 

【地域支援部】 

・第14回県民健康フェア（STフェア）を令和8年8月16日に沖縄コンベンションセンター 展示棟にて開催予

定。 

・第18回歯科SUN 会議に参加予定（日時未定）  

 

【広報情報部】 

・ 県土会広報誌「ことのは」の作成を行う。 

 

⚫ 養成連携局 

１） 新人研修会の開催（予定） 

令和 8 年度 沖縄県言語聴覚士会 養成校連携局 新人研修会 （予） 

日時 テーマ 講師 

2026 年 7 月 11 日 高次脳機能障害 崎濱 光 先生 

2026 年 10 月 24 日 失語症 久高 健汰 先生 

2026 年 11 月 28 日 学習障害 東 優奈 先生 

2026 年 12 月 5 日 摂食嚥下障害 新城 亮太 先生 

2027 年 2 月 27 日 小児評価 中野 江美 先生 

2027 年 3 月 卒後勉強会 未定 

（各講義 90 分で予定） 

＊小児分野は講師スケジュール調整にて割り当て。内容は学習障害、動画での評価、座談会 

を予定している。 

 

２） 臨床実習指導者講習会の開催 

2026 年 8 月 29 日（土）・30 日（日）（予定） 

   昨年度と同様沖縄リハビリテーション福祉学院、養成校連携局が主となり開催していく。 

 

３） 養成校連携局運営会議の開催（毎月） 

会議で新人研修会の運営、開催後の振り返りを行なっていく。その他局内会議にて運営を進めていく。 

 

４） 日本言語聴覚士協会九州地区学術集会  

沖縄大会での新人発表枠での指導発表者を募集し、指導する担当 ST を割り当て発表まで支援していく。 

 

５） 研修会の充実 

県内講師だけでなく、県外講師を招いての研修会の開催を予定していく。 

 

⚫ 各種委員会 

【訪問リハビリ委員会】 

１） リ専協訪問リハビリ委員会と共同し、訪問リハビリ実務者研修会を開催予定。（開催日未定） 

２） 日々の活動委員の募集 
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【地域包括推進委員会】 

1）定例会開催（1回／月） 

2）地域包括ケア推進コース初期研修の開催（※日程未定） 

3）地域包括ケア推進コース導入研修の開催（※日程未定） 

4）地域包括ケア推進コース、介護予防推進コースの派遣登録名簿の管理 

5）地域ケア会議への派遣 

6）介護予防教室や訪問C、リエイブルメント事業の派遣依頼のあった自治体および地域包括ケアセンターへの

対応 

7）地域包括ケアの係る言語聴覚療法の活動内容についての啓発および広報活動 

8）離島および北部地区における人材養成 

 

【失語症つながる支援委員会（沖縄県委託事業 失語症者向け意思疎通支援事業）】 

１） 指導者養成研修への派遣 

沖縄県言語聴覚士会より1名～数名（最大10名）選出し、失語症者向け意思疎通支援者養成講座指導者養成

研修を受講していただき講師の増員を図る。 

２） 失語症者向け意思疎通支援者養成講座の開催 

県民を対象に受講生募集（6名）を行い、失語症者向け意思疎通支援者養成講座の開催を開催する。 

３） 失語症サロンの開催 

失語症のある方が集える場所、ご家族が情報共有を行える場所、意思疎通支援者が支援技術を磨く場所と

して失語症サロンを年に数回開催する。 

４） 啓発活動 

県民を対象に失語症および失語症者向け意思疎通支援事業の周知を目的に啓発活動（講演会やフェアな

ど）を年に1回行う。 

５） 失語症者向け意思疎通支援者の派遣 

失語症者向け意思疎通支援者の派遣業務を行う。 

６） 派遣業務の整備 

派遣業務を失語症つながる支援委員会で行っているが、今後利用者が増えていくことを見越し、要請依頼

の窓口や実際のマッチング作業などを整備する。
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（第四号議案 令和 8年度収支予算案） 
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【県士会公式HP】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県士会公式ＬＩＮＥ】 

 

 

 

 

 

 

ご登録よろしくお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、お忙しい中ご参加いただきまして 

ありがとうございました。 


